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農
水
省
は
１２
月
１３
日
、
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
畜
産
部
会
を
開
き
、
２４
年

度
の
畜
産
物
価
格
等
に
つ
い
て
諮
問
し
、
答
申
を
受
け
て
決
定
し
た
。
加
工
原
料
乳
生

産
者
補
給
金
は
１
㌔
当
た
り
２３
銭
上
げ
の
８
円
９２
銭
。
集
送
乳
調
整
金
が
同
３
銭
上
げ

の
２
円
６８
銭
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
調
整
金
は
関
連
対
策
（
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
事
業
）
で
７
銭

上
乗
せ
さ
れ
る
た
め
、
合
計
で
同
３３
銭
上
げ
の
１１
円
６７
銭
と
な
る
。

２４
年
度
の
加
工
原
料
乳
生

産
者
補
給
金
及
び
集
送
乳
調

整
金
の
単
価
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
じ
方
式
で
算
定
し
た
。

２３
年
度
単
価
を
基
に
生
産
コ

ス
ト
等
変
動
率
方
式
で
算
定

し
た
結
果
、
生
乳
１
㌔
当
た

り
２３
銭
上
げ
の
８
円
９２
銭
と

な
っ
た
（
表
）
。
集
送
乳
調

整
金
も
３
銭
上
げ
の
２
円
６８

銭
と
し
た
。

２４
年
度
は
さ
ら
に
、
ト
ラ

ッ
ク
の
運
転
手
不
足
を
見
据

え
、
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
（
農
畜
産
業

振
興
機
構
）
事
業
で
、
集
送

乳
経
費
の
上
昇
を
抑
え
る
取

り
組
み
に
１
㌔
７
銭
の
奨
励

金
を
交
付
す
る
。

総
交
付
対
象
数
量
は
５
万

㌧
減
の
３
２
５
万
㌧
だ
が
、

ａ
ｌ
ｉ
ｃ
事
業
で
１８
万
㌧
の

別
枠
を
設
け
、
合
計
で
前
年

を
上
回
る
水
準
と
し
た
。
同

事
業
の
う
ち
５
万
㌧
は
補
給

金
制
度
と
同
単
価
で
支
援

し
、
残
り
の
１３
万
㌧
は
、
脱

脂
粉
乳
の
需
要
が
見
込
め
な

い
こ
と
を
踏
ま
え
、
脂
肪
分

だ
け
を
補
給
金
相
当
額
で
支

援
す
る
。

２４
年
度
の
畜
産
物
価
格
等

は
決
定
し
た
が
、
一
部
の
委

員
か
ら
「
算
定
式
に
つ
い

て
、
急
激
な
生
産
コ
ス
ト
上

昇
を
加
味
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
」
「
算
定

に
つ
い
て
は
支
援
の
土
台
な

の
で
安
定
的
な
運
営
が
必
要

だ
が
、
急
激
な
経
営
環
境
の

変
化
は
起
こ
り
得
る
の
で
、

緊
急
の
支
援
対
策
等
を
措
置

し
、
全
体
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と

し
て
支
援
す
る
こ
と
が
重

要
」
な
ど
の
意
見
も
出
た
。

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金

の
保
証
基
準
価
格
は
、
黒
毛

和
種
が
８
０
０
０
円
上
げ
の

５６
万
４
０
０
０
円
と
な
り
、

乳
用
種
と
交
雑
種
は
据
え
置

き
。
合
理
化
目
標
価
格
は
、

黒
毛
和
種
が
５
０
０
０
円
上

げ
の
４４
万
４
０
０
０
円
で
、

乳
用
種
と
交
雑
種
は
こ
ち
ら

も
据
え
置
き
と
な
っ
た
。

委
員
の
意
見
と
し
て
、「
保

証
基
準
価
格
に
直
近
の
生
産

コ
ス
ト
上
昇
が
適
切
に
反
映

さ
れ
て
い
る
か
疑
問
で
、
生

産
者
の
感
覚
と
少
し
ず
れ
が

あ
る
印
象
」
「
価
格
転
嫁
に

つ
い
て
消
費
者
の
理
解
を
得

る
た
め
に
も
、
生
産
費
調
査

は
今
ま
で
以
上
に
重
要
と
な

る
」
な
ど
が
上
が
っ
た
。

大
日
本
農
会
は
１１
月
１５

日
、
当
会
総
裁
の
秋
篠
宮
皇

嗣
殿
下
ご
臨
席
の
も
と
、
赤

坂
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
Ａ
Ｉ
Ｒ

に
お
い
て
、
２３
年
度
農
事
功

績
者
表
彰
式
を
開
催
し
た
。

今
年
度
は
、今
耕
一
氏（
栃

木
県
那
須
町
・
大
同
開
拓
）

し

は
く
じ
ゅ

ら
２
名
が
紫
白
綬
有
功
章
を

受
章
し
、
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下

よ
り
お
言
葉
を
頂
戴
し
、
表

彰
状
、
賞
章
等
を
ご
親
授
い

た
だ
い
た
。

こ
の
表
彰
事
業
は
、
１
８

９
４
（
明
治
２７
）
年
以
来
第

１
０
７
回
を
数
え
、
農
事
改

良
の
奨
励
ま
た
は
実
行
上
功

績
顕
著
な
も
の
、
農
業
上
の

有
益
な
研
究
を
行
い
功
績
顕

著
な
も
の
等
に
対
し
て
、
賞

状
及
び
賞
章
が
贈
ら
れ
る
。

今
氏
は
㈲
那
須
高
原
今
牧

場
の
代
表
で
成
牛
２
５
０
頭

の
酪
農
と
チ
ー
ズ
工
房
を
運

営
し
て
い
る
。表
彰
事
由
は
、

①
地
域
酪
農
家
と
連
携
し
、

共
同
育
成
牧
場
開
設
等
に
取

り
組
み
、
地
域
の
酪
農
振
興

に
寄
与
。
②
ロ
ボ
ッ
ト
等
の

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入

等
で
収
益
性
の
高
い
酪
農
経

営
を
実
現
。
③
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

認
証
を
取
得
し
、
高
い
レ
ベ

ル
の
衛
生
管
理
を
実
践
し
、

チ
ー
ズ
等
の
自
家
生
産
が
高

評
価
を
受
け
る
。
④
那
須
町

の
農
業
委
員
会
会
長
な
ど
地

域
に
お
け
る
様
々
な
役
職
を

歴
任
し
、
耕
畜
連
携
の
必
要

性
や
担
い
手
確
保
の
重
要
性

等
を
提
言
し
、
地
域
農
業
に

貢
献
、な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

今
氏
は
「
秋
篠
宮
殿
下
と

お
話
し
で
き
た
の
が
う
れ
し

い
。
こ
れ
か
ら
も
若
い
人
た

ち
と
共
に
頑
張
る
」
と
話
し

て
い
た
。

今
氏
は
９８
年
に
第
８
回
日

本
農
業
パ
イ
オ
ニ
ア
賞
を
受

賞
し
、
そ
の
年
の
天
皇
杯
に

輝
い
て
い
る
。

政
府
は
１２
月
２２
日
、
２４
年

度
予
算
案
を
閣
議
決
定
し

た
。農
林
水
産
関
係
予
算
は
、

２
兆
２
６
８
６
億
円
（
２３
年

度
当
初
予
算
よ
り
３
億
円

増
）
と
な
っ
た
。

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
の
改
正
を
控
え
て
の
増
額

と
な
っ
た
。

重
要
事
項
は
、
①
食
料
の

安
定
供
給
の
確
保
②
農
業
の

持
続
的
な
発
展
③
農
村
の
振

興
（
農
村
の
活
性
化
）
④
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

に
よ
る
環
境
負
荷
低
減
に
向

け
た
取
り
組
み
強
化
―
な
ど

７
つ
。

①
食
料
安
定
供
給
の
確
保

ど
ん
な
社
会
環
境
で
も
日

本
の
食
卓
を
支
え
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
関
係
者
の

取
り
組
み
を
全
力
で
応
援
。

（

）内
は
２３
年
度
予
算
額
。

食
料
の
安
定
供
給
の
確
保

に
向
け
た
構
造
転
換
と
し

て
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
等
３
０
１
５
億
円

（
３
０
５
０
億
円
）等
。
持
続

的
生
産
強
化
対
策
事
業
１
５

０
億
円（
１
６
０
億
円
）等
。

②
農
業
の
持
続
的
な
発
展

若
者
や
意
欲
あ
る
農
業
者

が
夢
を
持
っ
て
農
業
に
取
り

組
め
る
よ
う
な
環
境
を
整
備

す
る
。

新
規
就
農
の
推
進
、
教
育

の
充
実
、
労
働
力
を
確
保
す

る
た
め
の
環
境
整
備
な
ど
と

し
て
、
新
規
就
農
者
の
育
成

１
２
１
億
円（
１
０
６
億
円
）

等
。生

産
性
の
向
上
に
資
す
る

ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
用
化
な

ど
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
の
開
発
、
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
へ
の
総
合
的
支
援
４４
億

円
（
４０
億
円
）
等
。

家
畜
伝
染
病
、
病
害
虫
等

へ
の
対
応
強
化
と
し
て
、
家

畜
衛
生
等
総
合
対
策
８８
億
円

（
８９
億
円
）
。

③
農
村
の
振
興
（
農
村
の
活

性
化
）

元
気
で
豊
か
な
農
村
を
次

世
代
に
継
承
す
る
。

農
泊
地
域
へ
の
支
援
・
６

次
産
業
化
・
農
福
連
携
等
の

農
産
漁
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
、
地
域
づ
く
り
人

材
の
育
成
、
中
山
間
地
域
等

に
お
け
る
農
用
地
保
全
を
軸

と
し
た
最
適
な
土
地
利
用
の

推
進
と
し
て
、
農
山
漁
村
振

興
交
付
金
８４
億
円
（
９１
億

円
）
。

（
畜
産
・
酪
農
関
係
は
２
面

掲
載
）

全
開
連
は
１２
月
１２
日
に
臨

時
総
会
を
開
催
し
、
満
場
一

ま
さ
る

致
で
前
監
事
の
黒
岩
優
氏

（
宮
崎
）
が
新
理
事
に
選
任

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
平
木
勇

前
理
事
の
退
任
に
よ
る
。

ま
た
、
平
嶋
勝
博
氏
（
福

岡
）が
監
事
に
選
任
さ
れ
た
。

黒
岩
理
事
（
５３
）
は
、
２１

年
に
宮
崎
県
乳
用
牛
肥
育
事

業
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事

に
就
任
し
、
翌
２２
年
に
全
開

連
監
事
に
就
任
し
て
い
る
。

「
１０
年
後
を
見
据
え
た
持
続

可
能
な
全
開
連
と
し
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
作
る
」
と
所
信
を

述
べ
た
。
実
家
は
肉
牛
一
貫

肥
育
。

平
嶋
監
事
（
６４
）
は
、
２２

年
に
設
立
し
た
福
岡
県
畜
産

事
業
協
同
組
合
の
代
表
理
事

理
事
長
に
就
任
し
て
い
る
。

以
前
に
も
全
開
連
の
理
事
、

監
事
を
歴
任
し
て
い
る
。

２０２４年度 畜産物政策価格
加工原料乳生産者補給金単価、

集送乳調整金単価及び総交付対象数量
前年度比
＋０．２３円／㎏
＋０．０３円／㎏

＋０．３３円／㎏
－５万ｔ

＋１３万ｔ

２０２４年度
８．９２円／㎏
２．６８円／㎏
０．０７円／㎏
１１．６７円／㎏

３２５万ｔ
１８万ｔ
３４３万ｔ

生産者補給金
集送乳調整金
［関連対策 alic］
合計
総交付対象数量
［関連対策 alic］
合計

肉用子牛の保証基準価格及び
合理化目標価格 （円/頭）

前年度比
＋８，０００
＋７，０００
＋３，０００
据え置き
据え置き
＋５，０００
＋４，０００
＋２，０００
据え置き
据え置き

２０２４年度
５６４，０００
５１４，０００
３２８，０００
１６４，０００
２７４，０００
４４４，０００
４０４，０００
２５８，０００
１１０，０００
２１６，０００

黒毛和種
褐毛和種
その他の肉専用種
乳用種
交雑種
黒毛和種
褐毛和種
その他の肉専用種
乳用種
交雑種

保
証
基
準
価
格

合
理
化
目
標
価
格

２４年度畜産物価格

新
理
事
黒
岩

優
氏

新
監
事
平
嶋
勝
博
氏
全開連

加
工
乳
補
給
金
等
３３
銭
上
げ

子
牛
補
給
金
黒
毛
和
種
８
千
円
上
げ

黒岩理事平嶋監事

２４
年
度
農
水
予
算
３
億
円
増

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
正
に
向
け
て

今氏が紫白綬有功章今氏が紫白綬有功章
秋篠宮皇嗣殿下ご臨席で秋篠宮皇嗣殿下ご臨席で

謹 賀 新 年
（公社）全国開拓振興協会

役職員一同

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

表
彰
式
に
参
列
す
る
今
耕
一
さ
ん
と
妻
の
勝
枝
さ
ん
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政
府
が
閣
議
決
定
し
た
２４

年
度
農
林
水
産
関
係
予
算
案

の
う
ち
、
畜
産
・
酪
農
関
係

の
主
な
事
業
と
予
算
額
は
次

の
と
お
り
。
予
算
額
の（

）

内
は
２３
年
度
当
初
予
算
額
。

「
畜
産
・
酪
農
の
生
産
基

盤
の
強
化
」

①
畜
産
生
産
体
制
の
強
化

５
億
円
（
４
億
円
）

肉
用
牛
の
早
期
出
荷
の
推

進
、
家
畜
の
改
良
・
増
殖
、

繁
殖
肥
育
一
貫
経
営
の
育
成

等
に
よ
る
繁
殖
基
盤
の
強

化
、
和
牛
の
信
頼
確
保
の
た

め
の
遺
伝
子
型
の
検
査
等
を

支
援
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
畜

産
経
営
体
の
生
産
性
の
向
上

２
億
円
（
７
億
円
）

酪
農
・
肉
用
牛
経
営
の
省

力
化
に
資
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
、

Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
先
端
技

術
の
導
入
、
畜
産
関
係
団
体

や
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
等
が
連
携

し
、
生
産
関
連
情
報
を
集
約

し
、
活
用
す
る
体
制
を
整
備

す
る
取
り
組
み
等
を
支
援
。

③
畜
産
・
酪
農
に
お
け
る

環
境
負
荷
低
減
等
の
取
り
組

み
の
推
進

環
境
負
荷
軽
減
型
持
続
的

生
産
支
援
事
業
６０
億
円
（
６３

億
円
）
、
農
山
漁
村
地
域
整

備
交
付
金
７
７
０
億
円
の
内

数（
７
７
４
億
円
の
内
数
）、

持
続
可
能
性
配
慮
型
畜
産
推

進
事
業
１
億
円
（
１
億
円
）

酪
農
・
肉
用
牛
経
営
が
行

う
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
等
の

取
り
組
み
、
家
畜
排
せ
つ
物

処
理
施
設
の
機
能
の
強
化
等

を
支
援
。

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

に
関
す
る
新
た
な
国
の
飼
養

管
理
指
針
の
普
及
、
畜
産
Ｇ

Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
等
を
支

援
。「

国
産
飼
料
の
生
産
・
利

用
拡
大
、飼
料
の
安
定
供
給
」

①
国
産
飼
料
の
生
産
・
利

用
拡
大
（
再
掲
）

１８
億
円
の
内
数
（
２１
億
円

の
内
数
）

稲
わ
ら
を
含
む
国
産
飼
料

の
生
産
・
利
用
拡
大
に
向
け

た
耕
畜
連
携
等
に
よ
る
土
地

利
用
の
推
進
、
飼
料
生
産
組

織
の
強
化
等
に
よ
る
担
い
手

の
強
化
、
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
等
の
単
収
向
上
・
増
産

の
取
り
組
み
を
支
援
。

②
草
地
関
連
基
盤
整
備

〈
公
共
〉３
３
２
６
億
円
の

内
数（
３
３
２
３
億
円
内
数
）

草
地
に
立
脚
し
た
畜
産
経

営
の
展
開
に
必
要
と
な
る
基

盤
整
備
等
を
推
進
。

「
経
営
安
定
対
策
の
充
実
」

①
畜
産
・
酪
農
経
営
安
定

対
策

２
２
９
６
億
円
（
２
２
６

５
億
円
）

畜
種
ご
と
の
特
性
に
応
じ

て
、
肉
用
子
牛
生
産
者
補
給

金
、
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定

交
付
金
（
牛
マ
ル
キ
ン
）
、

肉
豚
経
営
安
定
交
付
金
（
豚

マ
ル
キ
ン
）
、
加
工
原
料
乳

生
産
者
補
給
金
、
鶏
卵
生
産

者
経
営
安
定
対
策
事
業
等
に

よ
り
、
畜
産
・
酪
農
経
営
の

安
定
を
支
援
。

「
家
畜
伝
染
病
、
病
害
虫

等
へ
の
対
応
強
化
」

①
家
畜
衛
生
等
総
合
対
策

８８
億
円
（
８９
億
円
）

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基

づ
き
、
殺
処
分
を
し
た
家
畜

等
に
対
す
る
手
当
金
や
、
都

道
府
県
の
防
疫
措
置
等
に
対

す
る
負
担
金
を
交
付
す
る
ほ

か
、
家
畜
の
伝
染
性
疾
病
の

侵
入
防
止
の
た
め
の
水
際
で

の
検
疫
措
置
等
を
支
援
。

②
消
費
・
安
全
対
策
交
付

金
１７
億
円
（
２０
億
円
）

豚
熱
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
発
生
予
防
の
た
め
、

農
場
の
分
割
管
理
の
導
入
や

飼
養
衛
生
管
理
の
向
上
、
野

生
動
物
対
策
の
強
化
等
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
重
要
病

害
虫
の
侵
入
防
止
・
ま
ん
延

防
止
等
を
支
援
す
る
ほ
か
、

農
畜
水
産
物
や
加
工
食
品
中

の
有
害
化
学
物
質
・
微
生
物

の
調
査
、
安
全
性
向
上
対
策

の
有
効
性
の
検
証
等
を
支

援
。

年
末
の
テ
レ
ビ
の
討
論
番

組
の
た
め
に
準
備
し
た
発
言

要
旨
を
基
に
、
今
年
こ
そ
、

酪
農
・
畜
産
を
は
じ
め
、
農

業
の
苦
境
を
打
開
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
方
策
を
検
討

し
て
み
た
い
。

●
日
本
の「
食
」「
農
業
」

の
現
状
と
課
題
は

食
料
は
い
つ
で
も
お
金
を

出
せ
ば
輸
入
で
き
る
、
そ
れ

が
食
料
安
全
保
障
か
の
よ
う

に
言
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ

は
通
用
し
な
く
な
っ
て
き

た
。
頼
り
の
国
内
生
産
は
、

コ
ス
ト
高
を
販
売
価
格
に
転

嫁
で
き
ず
、赤
字
に
苦
し
み
、

酪
農
・
畜
産
を
中
心
に
廃
業

が
後
を
絶
た
な
い
。

農
家
の
平
均
年
齢
が
６８
・

４
歳
と
い
う
数
字
は
、
あ
と

１０
年
足
し
た
ら
、
日
本
の
農

業
・
農
村
が
崩
壊
し
か
ね
な

い
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
さ
ら
に
、
今
、
コ
ス

ト
高
で
崩
壊
の
ス
ピ
ー
ド
は

加
速
し
て
い
る
。

消
費
者
は
「
農
家
は
大
変

だ
よ
ね
」
と
他
人
事
の
よ
う

に
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な

い
。
海
外
か
ら
の
輸
入
が
滞

っ
て
き
た
ら
、
自
分
達
が
食

べ
る
物
が
な
く
な
り
、
命
を

守
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。

つ
ま
り
、
農
業
問
題
は
農

家
の
問
題
を
超
え
て
、
消
費

者
自
身
の
問
題
な
の
だ
、
今

こ
そ
認
識
し
な
い
と
い
け
な

い
。
少
々
コ
ス
ト
が
高
く
て

も
、
国
内
で
頑
張
っ
て
い
る

農
家
と
支
え
合
う
こ
と
こ
そ

が
、
自
分
達
、
子
供
達
の
命

を
守
る
一
番
の
安
全
保
障
な

の
だ
。

●
担
い
手
の
確
保
は

コ
ス
ト
に
見
合
う
価
格
が

形
成
で
き
ず
に
、
経
営
を
継

続
し
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
が
難
し
い
状
態
が
続
い

て
い
る
。

ま
ず
、
買
い
叩
き
ビ
ジ
ネ

ス
を
や
め
る
こ
と
が
不
可
欠

だ
。
コ
メ
は
、
１
俵
の
生
産

コ
ス
ト
が
１
・
５
万
円
な
の

に
、
米
価
は
１
・
２
万
円
前

後
、
少
な
く
と
も
３
千
円
の

赤
字
が
生
じ
て
、
生
産
が
減

っ
て
い
る
。
流
通
・
小
売
り

業
界
は
、
買
い
叩
い
て
一
時

的
に
も
う
か
っ
て
も
、
農
家

が
激
減
し
た
ら
ビ
ジ
ネ
ス
が

で
き
な
く
な
る
。
消
費
者
は

安
け
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い

た
ら
、
食
べ
る
も
の
が
な
く

な
る
、
と
い
う
こ
と
を
理
解

す
る
必
要
が
あ
る
。

自
分
で
価
格
設
定
で
き
る

販
売
ル
ー
ト
の
確
立
が
必
要

だ
。
例
え
ば
、
直
売
所
。
し

か
し
、
直
売
所
だ
け
で
は
小

遣
い
銭
稼
ぎ
く
ら
い
に
し
か

な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
き
た

が
、
い
く
つ
も
の
直
売
所
を

転
送
シ
ス
テ
ム
で
つ
な
い

で
、多
い
人
は
１
億
円
超
え
、

１
０
０
０
万
円
以
上
の
売
り

上
げ
農
家
が
３
０
０
戸
に
も

な
っ
て
い
る
直
売
所
の
仕
組

み
も
あ
る
。

核
に
な
る
よ
う
な
経
営
が

地
域
の
多
く
を
受
け
持
っ
て

く
れ
る
こ
と
は
大
事
だ
が
、

半
農
半
○
の
よ
う
な
ス
タ
イ

ル
も
含
め
、
多
様
な
経
営
の

共
存
で
、
は
じ
め
て
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
成
立
す
る
。

あ
ぜ
道
や
水
路
の
管
理
な
ど

の
周
辺
作
業
を
兼
業
的
な
農

家
が
受
け
持
っ
た
り
、
若
い

参
入
者
が
耕
作
放
棄
地
で
自

然
栽
培
を
始
め
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
や
り
方
が
あ
る
。
み

ん
な
で
地
域
を
守
ろ
う
と
す

る
集
落
営
農
な
ど
の
取
り
組

み
も
重
要
だ
。
そ
こ
に
消
費

者
も
参
画
し
て
ほ
し
い
。

だ
か
ら
、
担
い
手
を
政
策

が
「
選
別
」
し
な
い
で
ほ
し

い
。
農
家
が
政
策
を「
選
択
」

で
き
る
こ
と
が
重
要
だ
。
多

様
な
経
営
体
が
多
様
な
ス
タ

イ
ル
で
頑
張
っ
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
に
合
っ
た
支

援
策
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
輸
出
の
可
能
性
も

選
択
肢
だ
が
、
国
内
供
給
が

ま
ま
な
ら
な
い
と
き
に
、
輸

出
に
力
を
入
れ
れ
ば
未
来
が

バ
ラ
色
か
の
よ
う
な
議
論
が

な
ぜ
出
て
く
る
の
か
。ま
ず
、

国
内
生
産
を
ど
う
確
保
で
き

る
か
が
先
で
あ
る
。
さ
ら
に

は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

も
可
能
性
を
持
っ
て
い
る

が
、
今
の
農
家
の
苦
境
を
一

気
に
改
善
で
き
る
レ
ベ
ル
に

は
な
っ
て
い
な
い
。

有
事
立
法
の
議
論
も
、
今

苦
し
ん
で
い
る
国
内
生
産
者

を
支
え
る
政
策
が
み
え
な
い

ま
ま
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き

だ
け
命
令
に
従
っ
て
増
産
し

ろ
、
と
い
う
話
だ
け
が
先
行

す
る
の
は
理
解
で
き
な
い
。

●
農
家
を
ど
う
守
る

の
か

・
畜
産
・
酪
農
を
取
り
巻
く

現
状
を
ど
う
見
る
か

酪
農
家
は
牛
乳
１
ｋ
ｇ
搾

る
た
め
に
３０
円
赤
字
、
取
引

乳
価
も
上
が
っ
た
け
ど
、
ま

だ
少
な
く
と
も
１０
円
以
上
の

赤
字
、
ロ
ー
ン
が
返
せ
ず
に

急
激
な
ス
ピ
ー
ド
で
廃
業
が

進
ん
で
い
る
。
本
当
に
お
子

さ
ん
に
牛
乳
が
飲
ま
せ
ら
れ

な
く
な
る
事
態
に
な
り
か
ね

な
い
。

・
飼
料
の
安
定
供
給
を
ど
う

す
る
か

日
本
で
生
産
力
の
大
き
い

コ
メ
の
活
用
を
拡
大
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
牛
で
も

加
工
の
仕
方
で
コ
メ
を
か
な

り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
代
わ
り

に
給
餌
で
き
る
。
水
田
を
水

田
と
し
て
維
持
し
て
お
く
こ

と
は
い
ざ
と
い
う
と
き
の
安

全
保
障
と
し
て
も
有
効
で
あ

り
、
安
易
に
畑
地
化
を
進
め

る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。

（
次
回
に
続
く
）

第129回

政
府
が
１２
月
１４
日
に
行
っ

た
内
閣
改
造
で
、
坂
本
哲
志

氏
（
７３
歳
、
自
民
党
、
衆
院

・
熊
本
３
区
、
当
選
７
回
）

が
新
た
な
農
林
水
産
大
臣
に

就
任
し
た
。

坂
本
氏
は
中
央
大
学
法
学

部
卒
業
後
、
地
元
新
聞
社
に

１５
年
間
記
者
と
し
て
務
め
、

そ
の
後
、
熊
本
県
議
会
議
員

を
４
期
務
め
た
後
、
０３
年
の

衆
院
選
で
初
当
選
し
た
。

当
選
後
は
、
総
務
副
大
臣

兼
内
閣
府
副
大
臣
、
衆
議
院

農
林
水
産
委
員
長
、
一
億
総

活
躍
担
当
大
臣
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
担
当
大
臣
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
少

子
化
対
策
、
地
方
創
生
）
な

ど
を
歴
任
し
た
。

自
民
党
で
は
、
農
地
政
策

検
討
委
員
長
や
、
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
検
証
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
農
地
政
策

検
討
分
科
会
座
長
な
ど
を
務

め
た
。

坂
本
新
大
臣
は
就
任
会
見

で
「
農
水
省
の
最
も
重
要
な

使
命
は
、
国
民
に
食
料
を
安

定
的
に
供
給
す
る
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
。
食
料
・
農
業

・
農
村
基
本
法
が
農
政
の
基

本
的
な
方
針
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
し

っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
述
べ
た
。

農
水
省
は
１２
月
に
、
２２
年

度
の
食
肉
消
費
動
向
を
発
表

し
た
。
年
間
一
人
当
た
り
の

消
費
量
を
畜
種
別
で
み
る

と
、
鶏
肉
が
一
番
多
く
１４
・

６
㌕
、
豚
肉
が
１３
・
１
㌕
、

牛
肉
は
６
・
２
㌕
と
な
っ
て

お
り
、
合
計
で
は
過
去
最
高

の
３３
・
９
㌕
と
な
っ
た
。

コ
ス
ト
が
安
い
鶏
肉
の
需

要
が
増
え
、
１２
年
頃
に
は
豚

肉
を
抜
き
、
牛
肉
は
平
行
線

を
保
っ
て
い
る
（
左
図
）
。

戦
後
の
経
済
成
長
や
、
食

生
活
の
欧
米
化
に
伴
い
、
動

物
性
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
量

が
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
き

た
中
、
０１
年
度
を
ピ
ー
ク
に

若
者
の
魚
離
れ
や
消
費
者
ニ

ー
ズ
の
変
化
等
に
よ
り
、
魚

介
類
の
消
費
が
減
少
し
、
０９

年
度
頃
に
は
食
肉
の
合
計
が

魚
介
類
を
上
回
っ
た
。

２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

２
月

９
日

全
開
連
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
枝
肉
共
進
会（
熊
本
）

１６
日

全
開
連
総
務
責
任
者

会
議
（
東
京
）

２０
日

全
開
連
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
参
事
会
議
（
熊
本
）

全
開
連
人
事

（
１２
月
３１
日
付
）

退
職

▽
中
西
正
也
（
管
理

部
次
長
）
▽
池
田
大
（
西
日

本
支
所
次
長

兼

人
吉
食

肉
セ
ン
タ
ー
事
業
所
長
）

（
１
月
１
日
付
）

▽
西
日
本
支
所
長

兼

人
吉
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
業
所

長
（
西
日
本
支
所
長
）
小
宇

都
良
則

価格転嫁できない原因を
「見える化」して問題の本質を考える

食
肉
の
消
費
量
は
鶏
肉
が
ト
ッ
プ

東京大学大学院教授 鈴木宣弘氏

食料・農業危機の深刻化に
今年こそ打ち勝てるか ㊤

農
水
大
臣
に
坂
本
氏
が
就
任

２４
年
度
農
水
予
算
案（
畜
産
・
酪
農
）の
概
要

２４
年
度
農
水
予
算
案（
畜
産
・
酪
農
）の
概
要
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戦
後
開
拓
農
家
の
努
力
の

歴
史
が
、
様
々
な
形
で
伝
承

さ
れ
て
い
る
。
弘
前
大
学
の

髙
瀬
雅
弘
教
授
は
１０
月
３
日

に
同
大
学
で
「
深
浦
の
開
拓

地
の
記
憶
―
戦
後
を
切
り
拓

い
た
人
び
と
―
」
と
題
し
て

講
演
を
行
っ
た
。

ち
ょ
う
け
い

深
浦
の
開
拓
地
は
、
長
慶

だ
い
ら

あ
ず
ま

の

平
と
東
野
の
２
地
域
。
町
名

は
現
在
も
深
浦
町
で
あ
る
。

▽
長
慶
平
の
開
拓

長
慶
平
は
標
高
約
３
０
０

ｍ
で
、
８０
戸
が
入
植
。

４７
（
昭
和
２２
）
年
１０
月
に

先
遣
隊
２０
名
が
入
植
。
４８
〜

４９
年
に
は
山
形
県
か
ら
の
第

二
次
の
入
植
者
も
入
り
、
慣

れ
な
い
開
墾
に
従
事
し
た
。

か
や

ぶ

茅
葺
き
屋
根
に
ヤ
シ
、
カ

ツ
ラ
の
皮
を
使
っ
た
掘
っ
立

て
小
屋
を
１５
戸
建
て
た
。
バ

レ
イ
シ
ョ
、
大
豆
、
小
豆
な

ど
を
栽
培
し
た
が
、
生
育
は

不
良
で
、
生
業
と
し
て
炭
焼

き
を
開
始
し
た
。

入
植
者
の
方
々
か
ら
聞
い

た
話
で
は
、
「
入
植
者
の
中

に
は
元
漁
師
も
い
ま
し
た
。

当
時
の
生
業
は
炭
焼
き
だ
っ

た
の
で
、
ず
い
ぶ
ん
勝
手
が

違
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の

父
も
炭
焼
き
を
し
ま
し
た

が
、
大
変
苦
労
し
た
と
思
い

ま
す
」
「
で
き
た
炭
は
背
負

っ
て
運
び
ま
し
た
。
近
く
の

か
ま窯

ま
で
も
１
㎞
く
ら
い
。
馬

そ
り
で
出
荷
し
ま
し
た
。
と

に
か
く
み
ん
な
一
生
懸
命
炭

焼
き
に
励
み
ま
し
た
」
と
語

っ
て
い
た
。
子
ど
も
た
ち
も

中
学
生
に
な
る
と
窯
を
作
り

炭
を
焼
い
て
、１
俵
４
貫（
約

１６
㎏
）の
炭
を
４
俵
背
負
い
、

１２
㎞
の
道
を
下
り
運
ん
だ

（
写
真
上
）
。

後
に
肉
用
牛
の
飼
育
や
ナ

メ
コ
の
栽
培
を
開
始
し
た
。

▽
東
野
の
開
拓

東
野
は
標
高
５０
〜
１
５
０

ｍ
で
、
２６
戸
が
入
植
。

入
植
当
初
は
、
通
い
開
墾

か

や

ぶ

だ
っ
た
。
茅
葺
き
の
掘
っ
立

て
小
屋
を
建
設
。
土
地
は
農

業
生
産
力
が
低
く
、
海
辺
で

た

伐
採
し
た
松
の
木
を
焚
い

て
、
海
水
か
ら
塩
を
作
っ
て

運
び
、
換
金
し
た
。
後
に
機

械
開
墾
で
規
模
拡
大
し
、
大

豆
、
小
豆
、
バ
レ
イ
シ
ョ
、

て
ん
さ
い

菜
種
、
甜
菜
を
栽
培
し
た
。

６４
年
に
は
開
田
計
画
で
稲
作

団
地
に
変
貌
。
生
産
調
整
以

降
は
ニ
ン
ニ
ク
、
ブ
ド
ウ
、

牧
草
を
生
産
し
た
。

▽
学
校
を
拠
点
に
絆
を
強

め
た
開
拓
者
た
ち

長
慶
平
、
東
野
と
も
に
、

学
校
は
地
域
の
拠
点
だ
っ

た
。
地
元
の
中
学
校
が
片
道

４
時
間
の
道
の
り
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
長
慶
平
で
は
小
学

校
と
中
学
校
を
併
設
し
た
長

慶
平
小
中
学
校
を
開
校
。
片

道
３
㎞
の
道
の
り
に
、
東
野

も
小
学
校
の
分
校
を
設
置
。

深
浦
小
学
校
東
野
分
校
が
開

校
さ
れ
た
。

開
拓
が
ど
ん
な
に
大
変
で

も
、
学
校
に
は
地
域
み
ん
な

で
力
を
注
い
だ
。
学
校
行
事

に
は
す
べ
て
の
開
拓
者
が
参

加
し
、地
域
の
絆
を
深
め
た
。

長
慶
平
小
中
学
校
で
は
、
７２

年
の
夏
の
集
中
豪
雨
の
際
に

は
開
拓
者
み
ん
な
で
学
校
を

支
え
た
。
深
浦
小
学
校
東
野

分
校
で
は
、
開
拓
者
全
員
が

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
員
。運
動
会
は
、

６
人
の
児
童
の
応
援
に
１
０

０
人
の
開
拓
者
が
駆
け
付
け

た
。▽

現
在
も
開
拓
農
家
の
子

孫
が
営
農
を
継
続

現
在
も
深
浦
の
開
拓
地
に

は
、
開
拓
１
世
が
切
り
拓
い

た
土
地
を
大
切
に
守
り
営
農

を
続
け
る
開
拓
農
家
が
存
在

し
て
い
る
。

深
浦
の
地
に
は
現
在
、「
ふ

か
う
ら
雪
人
参
」
と
い
う
特

産
の
ニ
ン
ジ
ン
も
栽
培
さ
れ

て
お
り
、
開
拓
者
が
苦
労
を

重
ね
て
残
し
た
地
は
着
実
に

次
世
代
に
受
け
継
が
れ
て
い

る
。

タ
キ
イ
種
苗
㈱
は
１２
月
６

日
、
「
２３
年
度

野
菜
の
総

括
」
を
公
表
し
た
。
２３
年
１１

月
に
、
全
国
の
男
女
４
０
０

人
を
対
象
に
行
っ
た
。

「
例
年
に
比
べ
て
野
菜
が

高
か
っ
た
と
思
う
」
と
回
答

し
た
の
は
８９
・
３
％
。
こ
の

値
は
毎
年
１０
％
程
度
ず
つ
上

昇
し
て
い
る
。
ま
た
、「
例
年

に
比
べ
て
安
い
と
感
じ
た
野

菜
」
は
「
あ
て
は
ま
ら
な
い
」

が
８４
・
８
％
を
占
め
た
。

「
２３
年
に
食
べ
る
こ
と
の

多
か
っ
た
野
菜
」
は
、
タ
マ

ネ
ギ
が
６０
・
５
％
、
キ
ャ
ベ

ツ
が
５７
・
３
％
、
ト
マ
ト
が

４７
・
３
％
の
順
で
高
か
っ
た
。

「
例
年
に
比
べ
て
値
上
が
り

を
感
じ
た
野
菜
」
は
、
ト
マ

ト
が
５５
・
０
％
、
キ
ャ
ベ
ツ

が
４５
・
０
％
、
キ
ュ
ウ
リ
が

３９
・
３
％
の
順
で
高
い
。

「
値
段
が
高
く
て
も
買
う

野
菜
」
は
、
表
の
と
お
り
。

タ
マ
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど

が
上
位
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
例
年
に
比
べ
て

購
入
量
が
増
え
た
野
菜
」

は
、
モ
ヤ
シ
が
１７
・
０
％
、

キ
ャ
ベ
ツ
が
８
・
５
％
、

タ
マ
ネ
ギ
が
７
・
５
％
だ

っ
た
。
比
較
的
安
価
な
野

菜
を
購
入
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

大木を運ぶ長慶平の人々

「
と
ろ
み
鍋
」
で
い
っ
ぱ
い

旬
の
野
菜
を
食
べ
よ
う

２３
年
の
冬
は
比
較
的
暖
冬

な
地
域
が
多
か
っ
た
が
、
寒

い
日
が
増
え
て
い
る
。

同
社
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

で
２３
年
の
ト
レ
ン
ド
鍋
と
し

て
「
と
ろ
み
鍋
」
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。あ
ん
か
け
風
で
、

キ
ノ
コ
や
と
ろ
ろ
、
チ
ー
ズ

な
ど
の
具
材
で
と
ろ
み
を
つ

け
た
鍋
（
写
真
）
。
食
べ
た

い
野
菜
を
入
れ
て
い
く
ら
で

も
ア
レ
ン
ジ
が
で
き
る
。

た
く
さ
ん
野
菜
を
食
べ

て
栄
養
を
摂
り
、
元
気
に

冬
を
乗
り
切
り
た
い
。

表
・
写
真
と
も
に

タ
キ
イ
種
苗
㈱
の

資
料
か
ら

東野分校の運動会

発表中の髙瀬教授
３枚ともに弘前大学髙瀬雅弘教授提供

農
水
省
が
１１
月
２８
日
に
公

表
し
た
２２
年
度
の
「
全
国
の

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
状
況
」
に
よ
る
と
、
農
作

物
被
害
金
額
は
約
１
５
６
億

円
で
前
年
度
に
比
べ
て
約
５

千
万
円
（
０
・
３
％
）
増
加

し
た
。

被
害
面
積
は
約
３
万
４
千

㌶
で
約
８
百
㌶
（
２
・
７

％
）
増
、
被
害
量
は
約
４６
万

９
千
㌧
で
、
８
千
㌧
（
１
・

６
％
）
増
だ
っ
た
。

被
害
金
額
を
鳥
類
・
獣
類

別
で
み
る
と
、
獣
類
に
よ
る

被
害
は
約
１
２
８
億
７
百
万

円
で
約
１
・
５
億
円
（
１
・

２
％
）
増
、
鳥
類
に
よ
る
被

害
は
約
２７
億
５
千
５
百
万
円

で
約
１
億
円
（
３
・
５
％
）

減
だ
っ
た
。

主
な
獣
類
別
の
被
害
額
で

は
、
イ
ノ
シ
シ
が
約
３６
億
円

で
約
２
・
７
億
円
（
７
・
０

％
）
減
。
シ
カ
は
約
６５
億

円
、
約
４
・
０
億
円
（
６
・

６
％
）
増
。
鳥
類
別
で
は
、

カ
ラ
ス
が
約
１３
・
４
億
円
で

約
０
・
３
億
円
（
２
・
３

％
）
減
少
し
た
。
カ
ラ
ス
の

み
で
鳥
類
の
被
害
の
う
ち
４８

・
７
％
を
占
め
て
い
る
。

農
水
省
は
１２
月
２５
日
、

「
２３
年
農
業
技
術
１０
大
ニ
ュ

ー
ス
」
を
発
表
し
た
。
１
年

間
に
新
聞
記
事
で
注
目
を
集

め
た
、
大
学
や
公
立
試
験
研

究
機
関
・
国
立
研
究
開
発
法

人
な
ど
の
研
究
成
果
の
う

ち
、
内
容
が
優
れ
社
会
的
関

心
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
成

果
１０
課
題
を
農
業
技
術
ク
ラ

ブ
（
本
紙
を
含
む
農
業
関
係

専
門
紙
・
誌
な
ど
３０
社
が
加

盟
）
に
よ
る
投
票
で
選
定
し

た
も
の
。
２３
年
は
、
作
物
の

生
産
管
理
の
省
力
化
技
術
や

病
害
虫
防
除
な
ど
が
多
く
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
選
ば
れ
た

１０
大
ニ
ュ
ー
ス
は
次
の
と
お

り
。①

果
樹
の
開
花
に
必
要
な

低
温
積
算
時
間
を
一
目
で
把

握
―
ス
マ
ホ
で
促
成
栽
培
管

理
を
支
援
（
農
研
機
構
）

②
雨
が
降
っ
て
も
安
心
！

―
畝
立
て
同
時
乾
田
直
播
機

を
開
発
（
農
研
機
構
等
）

③
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
に

強
い
青
果
用
カ
ン
シ
ョ
「
べ

に
ひ
な
た
」
―
南
九
州
の
青

果
用
カ
ン
シ
ョ
安
定
生
産
に

貢
献
（
農
研
機
構
）

④
レ
ー
ザ
ー
光
に
よ
る
害

虫
駆
除
技
術
を
開
発
―
殺
虫

剤
を
使
わ
ず
害
虫
を
撃
ち
落

と
す
新
技
術
（
農
研
機
構
、

大
阪
大
学
）

⑤
コ
メ
を
活
用
し
た
肥
料

被
覆
材
を
開
発
―
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
殻
の
土
壌
残
存
・
海
洋

汚
染「
ゼ
ロ
」を
目
指
す（
三

洋
化
成
工
業
株
式
会
社
等
）

⑥
害
虫
の
発
生
状
況
を
遠

隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
―
Ｉ
ｏ
Ｔ

を
利
用
し
、
害
虫
の
発
生
調

査
を
自
動
化
す
る
装
置
を
開

発
（
農
研
機
構
）

⑦
酵
素
パ
ワ
ー
で
生
分
解

性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
分

解
を
加
速
―
ご
み
の
削
減
に

役
立
つ
と
と
も
に
マ
ル
チ
フ

ィ
ル
ム
処
理
労
力
を
低
減

（
農
研
機
構
）
＝
本
紙
７
８

４
号
（
８
月
号
）
で
紹
介

⑧
灰
色
か
び
病
菌
の
感
染

の
仕
組
み
解
明
―
「
Ｒ
Ｎ
Ａ

農
薬
」の
開
発
を
目
指
す（
名

古
屋
大
学
）

⑨
ホ
ク
ホ
ク
食
感
の
カ
ン

シ
ョ
新
品
種「
ひ
め
あ
ず
ま
」

―
青
果
用
と
菓
子
加
工
用
の

両
方
に
適
す
る
「
ベ
ニ
ア
ズ

マ
」
の
後
継
（
農
研
機
構
）

⑩
茎
枯
病
抵
抗
性
の
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
新
品
種
「
あ
す
た

ま
Ｊ
」
―
茎
枯
病
発
生
ほ
場

で
も
高
収
量
が
見
込
め
る
抵

抗
性
品
種
（
農
研
機
構
、
香

川
県
等
）

食
害
さ
れ
た
ナ
ス

野
生
鳥
獣
被
害
額
５
千
万
円
増

２２年度

弘
前
大
学
で
開
拓
地
の
講
演
会
開
催

弘
前
大
学
で
開
拓
地
の
講
演
会
開
催

シ
カ
、イ
ノ
シ
シ
が
大
半
占
め

「
深
浦
の
開
拓
地
の
記
憶
」と
題
し
て

岐
阜
県
郡
上
市
八
幡
地
域
振
興
事

務
所
産
業
振
興
課
の
資
料
か
ら

野
菜

約
９
割
が「
例
年
よ
り
高
い
」と
回
答

購
入
増
は
安
価
な
モ
ヤ
シ
が
ト
ッ
プ

果
樹 低温積算時間
スマホで把握

２３年農業技術１０大ニュース
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北
海
道
十
勝
の
豊
頃
町
に

あ
る
武
内
農
場
は
、
今
年
のつくる

１
月
に
開
拓
３
世
の
武
内
創

さ
ん
（
３３
歳
）
に
継
承
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

豊
頃
町
は
日
本
屈
指
の
農

業
地
帯
で
あ
る
広
大
な
十
勝

平
野
に
あ
り
、
積
雪
は
比
較

的
少
な
い
方
で
あ
る
が
、
冬

に
は
マ
イ
ナ
ス
３０
度
を
下
回

る
極
寒
の
地
と
な
る
。
こ
こ

数
年
は
、
野
生
の
タ
ン
チ
ョ

ウ
が
よ
く
飛
来
す
る
よ
う
に

な
っ
た
、
自
然
豊
か
な
地
域

で
あ
る
。

武
内
家
の
現
在
の
家
族
構

成
は
、
本
宅
に
父
哲
郎
さ
ん

（
６４
歳
）と
母
ま
ゆ
み
さ
ん
が

お
り
、
農
場
の
す
ぐ
そ
ば
の

家
を
購
入
し
、
創
さ
ん
と
妻

ゆ

き

や

美
里
さ
ん
、
長
男
佑
季
弥
く

か

よ
り

ん（
７
歳
）、
長
女
花
和
ち
ゃ

い
く

や

ん（
５
歳
）、
次
男
郁
弥
く
ん

（
１
歳
）が
暮
ら
し
て
い
る
。

こ
の
度
、
創
さ
ん
が
経
営

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る

さ
い

じ

こ
と
も
あ
り
、
祖
父
の
斉
二

さ
ん
、
哲
郎
さ
ん
、
ま
ゆ
み

さ
ん
た
ち
が
懸
命
に
働
い
て

経
営
を
大
き
く
し
て
き
た
、

乳
用
種
肥
育
牛
５
０
０
頭
、

牧
草
地
２６
㌶
、
小
豆
８
㌶
、

大
豆
４
㌶
、
ラ
イ
麦
４
㌶
の

武
内
農
場
を
受
け
継
い
だ
。

斉
二
さ
ん
が
入
植
し
た
の

は
５３
（
昭
和
２８
）
年
、
標
高

は
低
い
土
地
だ
が
、
十
勝
の

厳
し
い
寒
さ
は
想
像
を
絶
す

る
も
の
が
あ
っ
た
。

入
植
し
て
か
ら
、
バ
レ
イ

シ
ョ
、
ビ
ー
ト
、
大
豆
、
小

豆
な
ど
、
様
々
な
作
物
に
挑

戦
し
た
。
ま
た
、
家
畜
と
し

て
馬
・
搾
乳
牛
・
山
羊
・
養

鶏
に
も
挑
戦
し
て
い
る
。

父
の
哲
郎
さ
ん
の
話
で

は
、
近
く
を
流
れ
る
十
勝
川

が
頻
繁
に
氾
濫
し
、
記
憶
に

あ
る
だ
け
で
も
２
回
、
消
防

の
ボ
ー
ト
に
救
助
さ
れ
た
そ

う
だ
。
こ
の
地
区
に
は
２０
戸

ほ
ど
が
入
植
し
た
が
、
現
在

は
２
戸
だ
け
と
な
っ
た
。

現
在
は
、
北
海
道
チ
ク
レ

ン
の
委
託
事
業
と
し
て
、
乳

用
種
肥
育
牛「
キ
タ
ウ
シ
リ
」

の
一
貫
肥
育
を
中
心
に
、
畑

作
も
行
っ
て
い
る
。

「
キ
タ
ウ
シ
リ
」
の
肥
育

に
当
た
っ
て
は
、
地
元
の
豊

頃
町
農
協
、
北
海
道
チ
ク
レ

ン
、
全
開
連
な
ど
と
よ
く
協

議
を
し
、
優
秀
な
肥
育
成
績

を
収
め
て
い
る
。
北
海
道
チ

ク
レ
ン
の
肥
育
牛
生
産
者

は
、
全
戸
が
自
家
産
の
牧
草

を
ふ
ん
だ
ん
に
給
与
し
て
い

る
の
で
、
健
康
で
上
質
な
肥

育
牛
が
育
つ
。

武
内
農
場
で
は
大
豆
な
ど

の
畑
作
も
行
っ
て
い
る
の

で
、
収
穫
期
に
は
寝
る
暇
も

な
い
忙
し
さ
と
な
る
た
め
、

数
年
前
か
ら
試
験
的
に
、
牛

の
粗
飼
料
と
し
て
ラ
イ
麦
の

栽
培
を
始
め
た
。
ラ
イ
麦
は

牧
草
と
比
べ
て
栄
養
分
が
落

ち
る
こ
と
な
く
、
ま
た
収
穫

時
期
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と

と
、
他
の
作
物
と
の
輪
作
に

よ
り
、
連
作
障
害
を
防
止
す

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

創
さ
ん
に
今
後
の
目
標
を

聞
く
と
「
こ
の
地
で
ず
っ
と

今
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た

い
。
現
状
維
持
で
は
な
く
、

で
き
る
だ
け
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
将
来
の

夢
で
あ
り
、
楽
し
み
で
も
あ

る
。
今
年
は
、
ラ
イ
麦
と
牧

草
の
混
播
栽
培
を
計
画
中

で
、
両
親
や
奥
さ
ん
と
話
を

し
て
い
る
だ
け
で
近
い
未
来

の
営
農
計
画
が
進
む
よ
う
で

楽
し
く
て
仕
方
な
い
。
良
い

先
輩
や
友
達
が
近
く
に
い
る

こ
の
場
所
で
農
業
を
行
え
る

こ
と
が
、
自
分
に
と
っ
て
の

幸
せ
」
と
話
す
。

武
内
家
の
未
来
は
輝
い
て

い
る
。

全
農
は
１２
月
１９
日
、
２４
年

１
〜
３
月
期
の
配
合
飼
料
価

格
を
前
期
よ
り
約
２
８
０
０

円
／
㌧
（
全
国
全
畜
種
総
平

均
）
値
上
げ
す
る
と
発
表
し

た
。
改
定
額
は
、
地
域
別
・

畜
種
別
・
銘
柄
別
に
異
な
る
。

値
上
げ
の
要
因
と
し
て

は
、
大
豆
粕
の
シ
カ
ゴ
定
期

が
急
騰
し
て
い
る
。
高
温
乾

燥
に
よ
る
南
米
産
大
豆
の
作

柄
が
悪
化
す
る
懸
念
が
あ
る

た
め
だ
。
ま
た
、
海
上
運
賃

が
パ
ナ
マ
運
河
の
干
ば
つ
の

影
響
で
高
騰
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

今
年
度
新
設
さ
れ
た
緊
急

補
て
ん
制
度
の
適
用
は
、
連

続
３
四
半
期
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
１
〜
３
月
期
は
通
常

に
戻
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う

な
る
と
、
当
期
の
配
合
飼
料

価
格
安
定
基
金
か
ら
の
補
て

ん
金
は
出
な
い
可
能
性
が
高

く
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
世
界
の
情

勢
や
気
候
な
ど
に
よ
り
、
配

合
飼
料
価
格
が
不
安
定
だ

と
、
輸
入
飼
料
に
依
存
し
て

い
る
畜
産
経
営
に
非
常
に
大

き
な
影
響
が
出
る
。
早
急
に

短
期
・
長
期
の
畜
産
保
護
政

策
が
求
め
ら
れ
る
。

配
合
飼
料
価
格
の
原
料
情

勢
は
次
の
と
お
り
。

【
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
】

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
シ
カ
ゴ

定
期
は
、
９
月
に
は
４
８
０

㌣
／
ブ
ッ
シ

ェ
ル

前
後
で
推
移
し
て

い
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
１０
月

に
は
や
や
上
昇
し
た
。
そ
の

後
、
米
国
産
地
で
の
収
穫
が

順
調
に
進
ん
だ
こ
と
な
ど
か

ら
、
１２
月
下
旬
現
在
で
９
月

頃
の
相
場
に
戻
っ
て
き
て
い

る
。【

大
豆
粕
】

大
豆
粕
の
シ
カ
ゴ
定
期

は
、
９
月
に
は
４
４
０
㌦
／

㌧
前
後
だ
っ
た
が
、
高
温
乾

燥
に
よ
る
南
米
産
大
豆
の
作

柄
が
悪
化
す
る
懸
念
が
あ
る

た
め
急
騰
し
、
一
時
５
０
０

㌦
／
㌧
を
超
え
る
上
昇
だ
っ

た
が
、
南
米
の
天
候
改
善
予

報
に
よ
り
１２
月
下
旬
現
在
で

４
５
０
㌦
／
㌧
前
後
の
動
き

と
な
っ
て
い
る
。

【
海
上
運
賃
】

米
国
ガ
ル
フ
（
米
国
南
部

の
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
周
辺
か

ら
穀
物
を
積
み
、
パ
ナ
マ
運

河
を
経
て
日
本
に
持
ち
込
む

便
）
の
海
上
運
賃
は
、
８
月

初
旬
に
５０
㌦
／
㌧
台
前
半
で

推
移
し
て
い
た
が
、
パ
ナ
マ

運
河
が
干
ば
つ
の
影
響
で
水

位
が
低
下
し
た
た
め
、
船
の

通
航
を
制
限
す
る
こ
と
と
な

り
、
料
金
が
高
騰
し
て
１２
月

下
旬
現
在
で
は
６０
㌦
／
㌧
前

後
の
推
移
と
な
っ
て
い
る
。

【
外
国
為
替
】

外
国
為
替
は
、
９
月
上
旬

に
は
１
４
６
円
／
㌦
前
後
で

推
移
し
て
い
た
が
、
日
米
の

金
利
差
が
拡
大
し
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
１１
月
上
旬
に
は
一

時
１
５
１
円
／
㌦
台
ま
で
円

安
が
進
ん
だ
。
そ
の
後
、
日

本
の
金
融
政
策
に
動
き
が
あ

る
と
の
観
測
か
ら
、
１２
月
下

旬
現
在
で
は
１
４
３
円
／
㌦

前
後
の
動
き
と
な
っ
た
。

鳥
取
県
大
山
町
の
香
取
開

だ
い
せ
ん

お

き

拓
は
、
大
山
隠
岐
国
立
公
園

内
の
、
名
峰
大
山
の
北
側
中

腹
に
あ
る
。
標
高
は
３
５
０

〜
１
０
０
０
㍍
、
冬
に
は
１

〜
４
㍍
の
積
雪
が
あ
り
、
火

山
灰
土
（
大
山
黒
土
地
帯
）

で
酸
性
が
強
く
、
作
物
が
育

た
な
い
土
壌
だ
っ
た
。

こ
の
地
に
４６
年
に
入
植
し

た
の
が
、
香
川
県
出
身
の
元

満
州
開
拓
団
１
０
０
名
だ
っ

た
。
香
取
開
拓
の
名
は
、
香

川
県
と
鳥
取
県
の
文
字
か
ら

き
て
い
る
。

こ
の
地
で
は
過
酷
な
現
実

が
待
っ
て
い
た
。

香
川
で
は
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
、

２
メ
ー
ト
ル
も
雪

が
積
も
る
冬
、
フ

ェ
ー
ン
現
象
で
乾

い
た
高
温
の
風
が

吹
き
お
ろ
し
、
頻

発
す
る
山
火
事
な

ど
苦
し
い
状
況
が

続
い
た
。

山
麓
は
松
林

で
、
松
根
堀
は
大

変
な
仕
事
だ
っ

た
。
東
京
の
三
菱

重
工
倉
庫
に
南
方
戦
線
に
送

る
は
ず
だ
っ
た
１５
㌧
戦
車
が

何
台
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
の

う
ち
２
台
を
借
り
受
け
た
。

建
設
会
社
に
頼
ん
で
砲
塔
を

切
り
、
前
面
に
排
土
盤
を
つ

け
て
改
造
し
た
。
燃
料
を
大

量
に
消
費
す
る
が
良
く
働

き
、
大
き
な
木
を
倒
し
、
岩

を
お
こ
し
て
開
墾
し
た
。

満
州
で
の
経
験
を
基
に
、

水
田
で
は
な
く
、
畑
作
畜
産

営
農
を
推
進
し
た
。し
か
し
、

食
料
増
産
の
機
運
の
中
、
家

畜
の
導
入
が
う
ま
く
行
え

ず
、
し
ば
ら
く
は
苦
し
い
畑

作
経
営
が
続
く
。

４８
年
に
香
取
開
拓
農
業
協

同
組
合
が
設
立
し
、
本
格
的

に
開
墾
が
進
め
ら
れ
た
。

６２
年
に
開
拓
営
農
振
興
臨
時

措
置
法
の
適
用
や
、
６６
年
の

第
１
次
構
造
改
善
事
業
の
導

入
な
ど
で
酪
農
は
順
調
に
伸

び
て
き
た
。

６６
年
の
入
植
２０
周
年
に

は
、
香
川
県
か
ら
は
る
ば
る

や
っ
て
き
た
自
然
石
で
で
き

た
入
植
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

８８
年
に
は
国
土
庁
主
催
の

第
３
回
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ

ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。
こ
の
賞
は
、
農
村

地
域
の
居
住
快
適
性
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
、
「
緑
豊
か
な

自
然
環
境
の
保
全
」
「
機
能

性
を
備
え
た
住
み
や
す
さ
」

「
地
域
特
性
の
活
か
し
方
」

な
ど
を
審
査
基
準
と
し
て
お

り
、
香
取
村
が
農
村
ア
メ
ニ

テ
ィ
日
本
一
に
輝
い
た
。

現
在
、
酪
農
家
の
戸
数
は

減
少
し
て
き
て
い
る
が
、
毎

年
入
植
記
念
日
に
集
ま
り
、

心
地
良
い
村
づ
く
り
に
励
ん

で
い
る
。

農場近くに来たタンチョウ

配
合
飼
料
価
格
２
８
０
０
円
上
げ

３世が引き継ぐ開拓魂
北海道豊頃町・武内農場北海道豊頃町・武内農場

大
豆
粕
・
海
上
運
賃
高
騰
と
円
安
続
き

上：左から哲郎さん、佑季弥くん、美里さん
郁弥くん、花和ちゃん、創さん、まゆみさん

左：親子で作業。自家産牧草をたっぷり
食べさせて良質な牛づくり

日本一の農村アメニティ
鳥取県大山町・香取開拓
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全農が１１月３０日に開催した「第４１回
全農酪農経営体験発表会」で、群馬県

ひ ろ と し

の戦後開拓酪農家である富澤裕敏さん
（４１歳）が、特別講演者として、「酪
農の未来へ なかまとともに」と題し
て発表した。裕敏さんは、１７年の第３５
回大会で優秀賞と特別賞を受賞してい
る。発表内容を紹介する。

～「令和の酪農危機」４年目の今～
裕敏さんは冒頭、「諦めずに酪農を
続けているが、弱音を吐いてしまうこ
とも多いのがここ数年」と現在の心境
を語った。「令和の酪農危機」は、今
年で４年目。酪農を続けたい希望は決
して消えないが、ますます厳しくなる
ばかりでは、と大きな不安が常にある。
低能力牛の整理など、あらゆるムダ
を洗い出す作業にも尽力したが、個人
の工夫でどうにか出来るレベルではな
いと、つくづく感じている。
そんな厳しい状況ではあるが、富澤
牧場の現在の飼養頭数は、経産牛約８０
頭、育成牛は約２５頭。牧草とデントコ
ーンを、それぞれ約７．５ha作付けし、周
辺の離農農家や休耕中の畑も積極的に
借り受け、牧草地を増やす努力を続け
ている。
～たくさんの仲間と肩を組み合いな
がら～
第３５回の発表会後も、ウェアラブル

（着用できる）発
情発見装置の導入
など、様々な新し
い取り組みを始め
た。また、外国人
技能実習生の受け
入れも開始。人材
不足への対応のた
め、他の仕事と兼
業できるような柔
軟な雇用形態も模
索中。
２２年夏には農場ＨＡＣＣＰも取得。
生産工程を細分化して分析すること
や、牧場内でのベースとなるマニュア
ルの共有に役立てている。また、交流
で酪農の理解醸成などにも尽力してい
る。２２年から「ウシノバ」にも参加。
「ウシノバ」とは、「酪農を未来に」
をスローガンに、酪農乳業全体を繋ぐ
場を作るべく、酪農家を中心に活動し
ている団体で、裕敏さんもラジオで酪
農をアピールしている。
裕敏さんは、今後の酪農の重要なポ
イントとして「親しみやすさ」を挙げ
た。発表会などで出会った酪農家の仲
間たちとの繋がりは大きな宝となって
いる。命の温かさ、資源循環、多くの

人が関わり繋ぐ連携などの酪農がもつ
無限の価値を、今後も沢山の仲間たち
と守っていきたいと意気込む。
最後に裕敏さんは、「酪農の現場に
は目下、悲鳴にも似た声が毎日上がり
続けている。この声は、いずれ聞こえ
なくなるだろう。生命に関わる食産業
である農家が、ようやく安心して生産
活動ができるようになった時か、また
は、数々の産業と同じように、消えゆ
く運命か」と、聴講者に投げかけた。
座談会では、裕敏さんは未来の酪農
家の卵である学生たちに積極的にアド
バイスを送った。苦境は一向に収まら
ない。それでも裕敏さんは踏ん張りな
がら、未来の酪農家にエールを送りつ
つ、仲間と一緒に闘い続けている。

（一社）酪農ヘルパー全国協会は１２
月６日、２３年度の「酪農ヘルパー事業
中央研究会」を開催し、酪農ヘルパー
の現状や課題を共有した。
「酪農ヘルパーが知っておくべき作
業安全」
◆牧場の全員で事故要因の共有を

し と う

農研機構農業機械研究部門の志藤博
克氏の講演では、酪農ヘルパーだけで
なく、酪農場全体で作業事故防止のた
めに意識しなければならないことが、
実際の事例を交えて紹介された。
◆事故要因を分解して取り除く
事故を防ぐために重要なことは、「人
はミスをする生き物だ」ということを
前提に、事故を人のせいにしないこと。
事故の要因の種類を「機械や器具」「事
故現場の環境」「人」「家畜」
「安全対策の有無・適否」に
分け、人による要因以外の要
因を事前に潰せば、人がミス
をしても被害を最小限に抑え
ることができる。分解した各
要因をさらに●事故前から存
在●発生時に存在●発生後に
存在―に分解し、ステップ
１：「事前に存在している危
険源を取り除く」（写真）、
ステップ２：「危険源と人の

隔離」の２つのステップを経た後、ス
テップ３：「安全な行動を遵守する」
ことが重要となる。
志藤氏は最後に、安全対策は、費用
が１とすると経済効果が２．７となるた
め、「安全対策は高くない！」と強調
した。事故要因の分析・解決策を共有
し、対策をルーティン化していくこと
が重要だと訴えかけた。
「酪農ヘルパー事業における人材確
保と業務改善について」
◇業務改善でヘルパーの確保を
酪農とちぎ農業協同組合の齋藤克彦
氏の講演では、ヘルパー要員の不足の
解消のため行った業務改善を共有し
た。
同農協管内の酪農ヘルパーは、ヘル

パーや事務局の疲弊のほか、
シフト表や作業日報、事務局
の車両日報などの計算業務も
手書きとなっており、酪農ヘ
ルパーと事務局の双方に大き
な負担となっていた。
◇デジタル化で対応
シフト調整や作業日報な

ど、事務作業が煩雑で重複し
た作業が多々あることが、現
場で課題として共有された。
そこで、クラウド上でデータ
としてシフトや車両情報を共有するシ
ステムを導入。現場の作業フローを大
きく変えることなく、業務を効率化す
ることができた。また、今までの採用
形態から、求人サイトによる募集に形

態を変えることで、実際の酪農ヘルパ
ーの仕事内容などをサイト内で紹介。
イメージを持って応募してくれる人が
増えたことで、応募者を増やすことに
成功した。

同協会は１２月１日、２３年の「酪農ヘ
ルパーの利用実態（速報）」の調査結
果を公表した。ヘルパー要員数は前回
調査から引き続き減少しており、担い
手ヘルパーの確保が課題となってい
る。
２３年８月１日現在の酪農ヘルパー要
員は全国で１４９２人（前年比７９人減）だ
った。うち、専任ヘルパーは８９７人（５５
人減）、臨時ヘルパーは５９５人（２４人減）
となっている。女性の専任ヘルパーは
１１９人（２０人減）で、北海道は６６人（７

人減）、都府県は５３人（１３人減）だっ
た。
全国の利用組合数は２５９組合（北海道

８６組合、都府県１７３組合）で、前年から
減少。利用組合参加戸数は北海道が２５５
戸減、都府県が４８８戸減で８８４３戸（１利
用組合当たり３４．７戸）。
２２年度の利用農家１戸当たりの年間
利用日数は全国平均で２３．９６日（０．１３日
減）。北海道が２４．２５日（０．２２日増）、
都府県が２３．７３日（０．４０日減）利用して
いる。
年間１２日以上利用した農家は、利用
農家全体のうち６７．３％（前年同率）。
うち、北海道は６０．９％（０．９％増）、都
府県は７２．５％（３．０％減）となっている。

富澤さ
ん（群

馬）未曾有の苦境も諦めずに富澤さ
ん（群

馬）未曾有の苦境も諦めずに
酪農の仲間みんなで肩を組み合い

牧場での取り組みを発表する裕敏さん

座談会で酪農家を志す学生の
皆さんにアドバイス

事故の危険原因除去を最優先に
「ミスはするもの」前提で対策を

実際の求人募集のサイト
酪農とちぎ農業協同組合の資料から

２３年 酪農ヘルパー７９人減

人手不足が課題に

事故要因を分解してからのステップ１の対策例
農研機構の資料から
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農水省が１２月２１日に公表した「２４年
度夏秋野菜等の需給ガイドライン」に
よると、多くの品目で２２年実績より需
要量の減少が見込まれている。
同ガイドラインは、野菜価格安定制
度の登録生産者や登録出荷団体が、夏
秋野菜などの供給計画を作成する際の
目安として、年２回、次期作の需要量、
供給量、作付面積に関して策定してい
るもの。今回、２４年６月から２５年３月
までに出荷される夏秋野菜等１２品目に
ついて推計した。
☆需要量
過去１０年間の１人当たり需要量（純
食料ベース＝野菜の芯などの通常食さ
ない部分を除いた量）の推移から、１
人当たり需要量を推計し、これに当該
年次の推計人口を乗ずることで、表の
程度と見込んだ。
２２年実績より増加が見込まれるのは
３品目で、夏ダイコンが６．１％増、秋ニ
ンジンが４．７％増、ミニトマトが２．２％

増となっている。減少が見込まれるの
は８品目で、夏秋キュウリが４％減、
夏秋ピーマン・レタスが３％減、夏秋
ナスが２．９％減などとなっている。

☆国内産供給量
国内産供給量は、供給量（輸入量含
む）を基に、輸入動向を勘案して推計。
２２年実績より増加が見込まれるのは４
品目で、秋ニンジンが８．８％増、夏ダイ
コンが６．２％増、ミニトマトが１．８％増、
夏秋ピーマンが１．５％増などとなって
いる。減少が見込まれるのは８品目で、
夏秋レタスが５．５％減、夏秋キャベツが

４．４％減、夏秋キュウリが３．９％減など
となっている。
☆作付面積
作付面積は、国内産供給量を過去１０
年の単収の推移から推計した単収で割
り算することで算出。全国の作付面積
の指標となる。２３年度ガイドラインに
比べ、全品目で増減なし、あるいは減
少している。

農水省は１２月２２日に「２２年農業総産
出額及び生産農業所得（全国、都道府
県別）」を公表した。
統計によると、農業総産出額は耕種
で米や野菜などの価格が上昇したこと
などから、前年に比べ１６３１億円（１．８％）
増加し、９兆１５億円となった。また、
生産農業所得は、国際的な原料価格の
上昇などにより、肥料、飼料、光熱動
力の農業生産資材価格が上昇したこと
などから、前年に比べ２４２８億円（７．３％）
減少し、３兆１０５１億円となった。
ここでは、野菜・果実・茶の３品目
の産出額について紹介する。

【野菜】
昨今、カット野菜や加工・業務用野
菜などに国産野菜を求めるニーズが高
まっている。一方で、天候によって作
柄が変動しやすいなどの特性から、産
出額は１８年以降２兆２０００億円前後で推
移してきている。
２２年は前年に比べ８３１億円（３．９％）増
加し、２兆２２９８億円となった。タマネ
ギが前年からの価格高騰が続いたこと
や、トマトやニンジンなどの品目で８
月の北・東日本を中心とした天候不順
などで生産量が減少し、価格が前年産
より上昇したことなどが寄与したもの

とみられる。

【果実】
国産果実について国内外のニーズが
堅調な中、価格が上昇傾向にあり、２０
年以降、果実の産出額は増加傾向で推
移してきた。
２２年は前年に比べ７３億円（０．８％）増
加し、９２３２億円となった。モモなどで
生産時期の天候に恵まれ順調に生育し
たことにより、生産量が前年産を上回
ったことなどが影響したものとみられ
る。

【茶】
国内では栽培面積が減少傾向にあ

る。一方、ペットボトル緑茶飲料の消
費や海外への輸出が増加していること
から、１９年以降、産出額は５００億円前後
で推移してきている。
２２年は、前年から２４億円（４．８％）減
少し、４７１億円となった。一番茶では、
全体としては春先の天候に恵まれ生産
量が前年産を上回ったものの、一部地
域では降雨による摘み遅れで品質低下
が生じ、価格が前年産を下回った。ま
た、二番茶以降でも天候不順などの影
響を受け、生産量が減少したことなど
が影響したものとみられる。

作物生産に必要不可欠な肥料は、
原料の多くを海外に依存しており、
国際市況などの影響を強く受けてい
る。そのため、堆肥や下水汚泥資源
等の国内資源を活用した肥料への転
換が進められている。
（一社）日本有機資源協会は、農
水省「国内肥料資源活用総合支援事
業（国内肥料資源流通促進支援事
業）」により、「バイオ液肥活用先
進事例集」を作成。ＷＥＢ版を同協
会ホームページに掲載した。
事例集は、バイオ液肥の利用を先
進的に行っている１５事業者の協力を
得て、その取り組み概要や効果を紹
介している（前月号６面掲載の興部
町事例など）。同協会のホームペー
ジは、「バイオ液肥活用先進事例集」
と検索するか、ＱＲコードからアク
セスすることができる。

２０２４年度需給ガイドライン （㌧、ha、％）

種別

需要量（純食料） 国内産供給量 作付面積

２２年
実績 ２２年比 ２２年

実績 ２２年比
２３年度
ガイド
ライン

２３年比

夏秋キャベツ ３４２，７００ ３４２，６７８ １００．０ ４７７，２００ ４９９，１００ ９５．６ ９，７００ １０，０００ ９７．０
夏秋キュウリ ２３８，４００ ２４８，４４５ ９６．０ ２５２，２００ ２６２，４００ ９６．１ ７，１９０ ７，３８０ ９７．４
秋冬サトイモ １３６，８００ １３９，８３９ ９７．８ １３３，７００ １３８，６００ ９６．５ １０，１００ １１，１００ ９１．０
夏ダイコン １８７，６００ １７６，８６９ １０６．１ ２１７，９００ ２０５，１００ １０６．２ ５，２９０ ５，６３０ ９４．０
夏秋トマト ２４８，７００ ２４９，５２８ ９９．７ ２９５，１００ ２９７，３００ ９９．３ ６，９５０ ７，２３０ ９６．１
うち大玉トマト ２００，０００ ２０１，８５５ ９９．１ ２３７，３００ ２４０，５００ ９８．７ ５，４２０ ５，６８０ ９５．４
うちミニトマト ４８，７００ ４７，６７３ １０２．２ ５７，８００ ５６，８００ １０１．８ １，５３０ １，５５０ ９８．７

夏秋ナス １５１，７００ １５６，２４２ ９７．１ １７４，８００ １８０，０００ ９７．１ ６，９２０ ７，２８０ ９５．１
秋ニンジン ２４６，１００ ２３５，０８３ １０４．７ １９７，３００ １８１，３００ １０８．８ ５，１２０ ５，２５０ ９７．５
秋冬ネギ ２０３，７００ ２０４，７０６ ９９．５ ２７３，６００ ２７５，１００ ９９．５ １３，６００ １４，１００ ９６．５
夏ハクサイ １３４，５００ １３５，４０６ ９９．３ １６７，６００ １７１，７００ ９７．６ ２，３２０ ２，３２０ １００．０
夏秋ピーマン ６５，１００ ６７，１０９ ９７．０ ６８，０００ ６７，０００ １０１．５ ２，２２０ ２，２３０ ９９．６
夏秋レタス ２０１，３００ ２０７，６２１ ９７．０ ２４５，５００ ２５９，８００ ９４．５ ８，０５０ ８，４５０ ９５．３

（農水省の資料を基に作成）

農業総産出額等の推移 （億円、％）
２０１９ ２０２０ ２０２１ ２０２２

農業総産出額 ８８，９３８ ８９，３７０ ８８，３８４ ９０，０１５
△１．８ ０．５ △１．１ １．８

野菜 ２１，５１５ ２２，５２０ ２１，４６７ ２２，２９８
△７．３ ４．７ △４．７ ３．９

果実 ８，３９９ ８，７４１ ９，１５９ ９，２３２
△０．１ ４．１ ４．８ ０．８

茶 ５２２ ４０９ ４９５ ４７１
△１５．１ △２１．６ ２１．０ △４．８

生産農業所得 ３３，２１５ ３３，４３４ ３３，４７９ ３１，０５１
△４．８ ０．７ ０．１ △７．３

上段：実額、下段：対前年増減率、△はマイナス。 （農水省の資料を基に作成）

需要量 ダイコン増加、キュウリなど減少
２４年度 夏秋野菜等の需給ガイドライン

茶減少も野菜・果実は増加
２２年度農業総産出額

バイオ液肥活用先進事例集ＷＥＢ版公開
各取り組みの波及効果を紹介

農水省「国内肥料資源活用総合支援事業（国
内肥料資源流通促進支援事業）」により、
（一社）日本有機資源協会が作成

スマートフォン
をお持ちの方は
こちらから

�
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農水省は１２月８日、「２２年（１～１２
月）肉用牛生産費」「２２年（同）牛乳
生産費」「２２年（同）肥育豚生産費」
を公表した。
統計によると、肉用牛、牛乳、肥育
豚のすべてで生産費が増加。特に飼料
費増加の影響が大きく、生産者にとっ
て大きな負担となっている。

◇乳用雄肥育牛◇
全算入生産費は６１万８８９８円（前年比

６．６％増）となった。物財費のうち、飼
料費は２８万６７２２円（１１．５％増）、光熱水
料も９７９４円（１５．６％増）に増加したこと
が影響している。素畜費は２６万６８８３円
（３．８％増）だった。
１頭当たり販売価格（販売時月齢

１９．３ヵ月、前年比５．４％減）は４９万６００３
円（２．２％減）と値下がりした。１経営
体当たり販売頭数は１９６．９頭（２７．７％
増）と大きく増加している。

◇交雑種肥育牛◇
全算入生産費は８６万１３０３円（前年比

１．７％増）となった。物財費のうち、飼
料費は３９万４９８１円（１８．３％増）、光熱水
料も１万３７４円（８．８％増）と増えたこ
とが影響している。素畜費は３８万６２６０
円（９．９％減）だった。
１頭当たり販売価格（２５．８ヵ月、前
年比１．１％減）は７６万９３７４円（０．８％減）
と若干の値下がり。１経営体当たり販
売頭数は１３９．４頭（１１．１％増）と大きく
増加した。

◇子牛（肉専用種）◇

全算入生産費は８１万２５４５円（前年比
１４．１％増）となった。飼料費が３１万９５５７
円（１７．４％増）など、物財費が増加し
たことが影響している。
１頭当たり販売価格（９．３ヵ月齢、同）
は６３万８９１円（１２．２％減）と大きく値下
がりした。

◇去勢若齢肥育牛
（肉専用種）◇
全算入生産費は、１４０万９６４１円（前年
比２．９％増）となった。素畜費が７８万９８０
円（４．６％減）と減少した一方で、飼料
費が４５万２６４９円（１８．０％増）と増えたこ
となどによる。

１頭当たり販売価格（２９．５ヵ月齢、
０．７％減）は１３３万５８１２円（１．８％減）と
値下がり。１経営体当たり販売頭数は
３９．５頭（２．９％減）と減少した。

◇搾乳牛◇
全算入生産費は１００万８９０２円で前年

に比べ１４．１％増加した。物財費の内訳
は、飼料費が１５．６％増、光熱水料が
２５．３％増などと増えており、費用合計
は１０７万８４９６円（８．０％増）だった。スモ
ールの価格は９万３１８４円（３３．７％減）と
大きく値下がりしている。

◇肥育豚生産費◇
全算入生産費は４万３５４０円で前年に
比べ１４．９％増加した。物財費のうち、
飼料費が２万９３１５円で２１．５％増などと
生産者の負担が増えている。１頭当た
り販売価格は４万２０２円で６．８％の増加
となった。

肉牛出荷頭数の増減は、枝肉相場を
左右する大きな要素となる。（独）家
畜改良センターの「牛個体識別情報月
齢別飼養頭数（２３年１１月末時点）」（以
下、個体識別記録）などを基に、今年
の品種別出荷頭数を予測した。

〈乳去勢〉
乳去勢の年間出荷予測頭数は約１２万

９２００頭で、前年に比べ１．６％減少の見込
み。個体識別記録によると、総飼養頭
数は２０万１９７１頭と、調査開始以来最も
少なく、減少が続いている。
月別の出荷予測は、１～３月が平均

約１万３００頭、４月が大型連休前である
ことを考慮し約１万１０００頭を見込む。
７月も約１万１０００頭を見込み、その後
は１万７００頭前後で推移するとみられ
る。最需要期である１１～１２月は平均約
１万１７００頭前後と予測する。

〈交雑種〉
交雑種の年間出荷予測頭数は、雌雄
合計で約２６万９１００頭と、前年に比べ
３．２％増と見込む。去勢が１４万３６００頭で
４．２％増、雌が１２万５５００頭で２．１％増と
みられる。個体識別記録によると、総
飼養頭数は５５万５０７９頭と、前年から

０．７％減少している。
月別の出荷予測（去勢、雌合計）は、
１～３月が平均約２万１０００頭、４月は
大型連休前であることを考慮し約２万
４０００頭に達すると予測する。７月は約
２万３０００頭と見込まれる。その後は約
２万２０００頭前後で推移すると見込ま
れ、最需要期である１１～１２月は平均２
万４８００頭と予測する。

〈黒毛和種〉
黒毛和種の年間出荷予測頭数は、合
計で約５３万１５００頭と、前年に比べ４．７％
増の見込み。去勢が約３０万５８００頭で
１２．２％増、雌が約２２万５７００頭で４．０％減

とみられる。個体識別記録によると、
総飼養頭数は１７７万１２０頭と前年より
１％増えている。
月別の出荷予測（去勢、雌合計）は、
１～３月が平均３万８８００頭、４月は約
４万５８００頭に達すると予測される。７
月は約４万９８００頭と見込まれる。その
後は約４万２８００頭前後で推移するとみ
られ、最需要期である１１～１２月は平均
約５万４４００頭と予測する。
なお、出荷月齢は、乳去勢は２０ヵ月
齢、交雑去勢及び雌は２６ヵ月齢、黒毛
和種去勢は２８ヵ月齢、黒毛和種雌は３０
ヵ月齢に設定し、それぞれ月齢前後２
ヵ月の飼養頭数を平均して予測した。

農畜産業振興機構は１月１２日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２３年１１月分、概算払）
を公表した。
交雑種で標準的販売価格が標準的生
産費を下回ったため、交付が行われる。

肉専用種は３７都道府県で発動した。
乳用種は先月に引き続き、３ヵ月連
続で発動しなかった。
交付金単価（１頭当たり）は、交
雑種が９８１０．２円（前月は４万４５９８．８
円、概算払）となっている。
前月分と比べると、交雑種は販売
価格が上昇し、素畜費も下落したた
め、交付金は減額となった。

２０２２年 肉用牛・生乳・肥育豚生産費（１頭当たり） （円、％）

区分 乳用雄肥育牛 交雑種肥育牛 肉専用種 搾乳牛 肥育豚子牛 去勢若齢肥育牛
金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比

物財費 ５９６，７７１ ６．７ ８２８，４６３ ２．４ ５３５，０１９ １４．８ １，３１８，７１２ ２．５ ９１４，１１６ ９．７ ３８，５５１ １６．４
うち素畜費 ２６６，８８３ ３．８ ３８６，２６０ △９．９ ７８０，９８０ △４．６
うち飼料費 ２８６，７２２ １１．５ ３９４，９８１ １８．３ ３１９，５５７ １７．４ ４５２，６４９ １８．０ ５３８，５９２ １５．６ ２９，３１５ ２１．５
うち光熱水料費 ９，７９４ １５．６ １０，３７４ ８．８ １５，４４５ ２０．４ １５，８７４ ９．４ ３７，１８９ ２５．３ ２，０８１ １４．７
うち敷料費 １５，９１１ ３．９ １０，８５７ ６．８ ９，２６２ △３．９ １３，５８４ ０．１ １３，７８０ ４．７ １５９ △１８．５

労働費 ２２，０９４ ３．７ ３３，３４６ △９．９ ２０３，５８８ １２．７ ８５，０３６ ４．３ １６４，３８０ △０．５ ５，０７１ １．１
費用合計 ６１８，８６５ ６．６ ８６１，８０９ １．９ ７３８，６０７ １４．２ １，４０３，７４８ ２．６ １，０７８，４９６ ８．０ ４３，６２２ １４．４
生産費（副産物価額差引） ６１２，６７５ ７．０ ８５０，６８７ １．７ ７０７，３０７ １４．０ １，３９２，７１２ ３．０ ９６３，７４１ １５．０ ４２，６８６ １５．１
全算入生産費 ６１８，８９８ ６．６ ８６１，３０３ １．７ ８１２，５４５ １４．１ １，４０９，６４１ ２．９ １，００８，９０２ １４．１ ４３，５４０ １４．９

農水省の資料から作成

２２年 肉牛・牛乳・豚生産費
全畜種で前年より増加
飼料費増の影響大きく
全畜種で前年より増加
飼料費増の影響大きく

交雑・和牛は増加か
乳去は減少続く予想
交雑・和牛は増加か
乳去は減少続く予想
２３年 肉牛出荷予測頭数２３年 肉牛出荷予測頭数

交雑種で発動継続
牛マルキン１１月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

農水省は１２月２２日、「２２年農業総産
出額及び生産農業所得（全国、都道府
県別）」を公表した。２２年の畜産産出
額は約３．５兆円となり、昨年に続いて過
去最高額となった。
ここでは、肉用牛・生乳・豚の３品
目の産出額について実情を紹介する。

【肉用牛】
近年、和牛改良の進展や飼養管理技
術の向上により、高品質な牛肉の割合
が増加している。それに伴い、牛肉の
輸出も増加傾向で推移しており、１６年
以降、肉用牛の産出額は７０００億円を超

えて推移している。
２２年は、前年に比べ２５億円（０．３％）
増加し８２５７億円となった。生産基盤の
強化に伴い、引き続き和牛の生産頭数
は増加したが、和牛肉の需要が軟調に
推移し価格が低下したことで、増加頭
数ほどの伸びとはならなかった。

【生乳】
生産基盤強化の進展を背景に、生乳
生産量は１８年以降増加傾向で推移して
おり、それに伴い生乳の産出額も上昇
傾向で推移している。２２年は、前年に
比べ５５億円（０．７％）増加し、７９１６億円

となった。生産抑制の政策により生産
量の増加は鈍化しているものの、飲用
等向けの取り引き価格が上昇したこと
が影響したものと考えられる。

【豚】
飼養管理技術の向上などにより豚の
出荷頭数は増加傾向で推移している
が、巣ごもりや節約志向の高まりによ

る需要増加で豚肉価格は堅調に推移し
ており、１４年以降、豚の産出額は６０００
億円台で推移してきた。
２２年は、前年に比べ３５３億円（５．６％）
増加し、６７１３億円となった。出荷頭数
は前年を下回ったものの、高騰する輸
入品の代替需要や節約志向の高まりに
よる需要を背景に、価格が上昇したこ
となどが影響したものと考えられる。

和牛、交雑種は
年明け後も強も
ちあいで推移か

年末商戦が予想より高値で推移し、
コロナ禍前に引けを取らない動きとな
った。和牛、交雑種ともに好調であっ
たが、乳去勢は波に乗り切れなかった
よう。
年が明けても、１２月ほどではないが
和牛、交雑種とも強もちあいでの動き
となっている。
【乳去勢】１２月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、８０６円（前年同月比７８％）と
なり、前月より１５円上がった。年末商
戦に入り、和牛や交雑種の引き合いが
入り、乳去勢の動きは鈍い。
【Ｆ₁去勢】１２月の東京食肉市場の交
雑種去勢税込み枝肉平均単価は、Ｂ３
が１６５５円（同１０５％）、Ｂ２が１４８６円

（同１１８％）だった。前月に比べ、Ｂ３
は１４１円上がり、Ｂ２も１９１円上昇した。
１月に入ってからはＢ３で１５００円台で
の推移となっている。
【和去勢】１２月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２４３５円（同１０２％）、Ａ３が２１３３円（同
１０３％）だった。前月に比べ、Ａ４が２００
円、Ａ３は１８５円それぞれ上がった。年
が明けても、Ａ４で２４００円台での推移
となっている。
【輸入量】農畜産業振興機構は１月
の輸入量を総量で３万６６００ｔ（同９２％）
と予測。内訳は、冷蔵品１万５６００ｔ（同
９７％）、冷凍品が２万１０００ｔ（同８８％）。
冷凍品は国内在庫量が多く、現地相場
の高騰などでほとんどの輸入先で前年
をかなり下回るよう。
【出荷頭数】１月の出荷頭数は、和
牛３万６０００頭（同１００％）、交雑種２万

５００頭（同１０２％）、乳用種２万５６００頭
（同９６％）と、和牛、交雑種で前年並
みの出荷頭数となる見込み。
消費動向は、やや活発になっており、
低価格志向が少しでも緩和されること
に期待したい。また、改めて乳用種の
価値をアピールしていきたい。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が８５０～９５０
円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６５０～１７５０円、同Ｂ
３が１５００～１６００円、同Ｂ２が１３５０～
１４５０円、和牛去勢Ａ４が２３５０～２４５０円、
同Ａ３が２１５０～２５００円での推移か。

年明けは軟調だ
が､出荷・輸入減
で堅調となるか

１２月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が５５１円（前年同月比
９３％）、中物は５３２円（同９６％）となった。
前月に比べ上物が３２円、中物が２２円そ
れぞれ上がった。初旬までは上物で７００
円前後だったが、中旬以降急落し、年
末には５００円を切る展開となった。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、１月は１４２万頭
（前年同月比１０３％）
で、前月より若干減
少する見込み。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、１月の輸入量は
総量で７万２７００ｔ
（同９７％）と、前年よ
りやや減少する見込
み。内訳は、冷蔵品３
万３０００ｔ（同９６％）、
冷凍品３万９７００ｔ
（同９９％）。冷蔵品

は、北米産などの現地相場高や為替の
影響でやや下回る見込み。
例年、年明けは補充手当などで堅調
となるが、今年は動きが鈍く、第１週
目は上物で５００円に届いていない。
出荷頭数が減少し、輸入は抑えられ
ているので、相場の堅調な動きに期待
したい。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５００～６００円、
中物は４５０～５５０円で推移か。

乳用種は枝肉価
格が軟調で、導
入の動きが鈍い

【スモール】１２月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が５万４２８５円（前年同
月比２３６％）、Ｆ₁（雄雌含む）は７万１６９９
円（同８３％）となった。前月に比べ、
乳雄は１６０２円下がり、Ｆ₁も４６１９円下が
った。
肉牛の出荷頭数が増え、牛舎の空き
が増えたが、交雑種は弱もちあいの動
きとなっている。
【乳素牛】１２月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が

１７万８１００円（同１１７％）、Ｆ₁去勢は３７万
９２０１円（同１０２％）だった。前月に比べ
乳去勢は５６３１円下がり、Ｆ₁去勢は２万
９３４４円上昇した。
乳去勢は枝肉相場が軟調なことか

ら、素牛価格も弱もちあいでの推移。
Ｆ₁去勢はやや堅調に推移か。
【和子牛】１２月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６０万２１５９円（同８６％）で、前月より３万
６９６円のプラスとなった。
和牛、交雑種は枝肉相場が堅調で、
肉牛農家の導入が活発となり、素牛価
格も堅調な動きとなった。
乳去勢は、枝肉価格の動きが軟調な
ため、素牛導入も活発な動きにはなり
にくい。

１２月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ４２２ ４０３ ３０４ ３０６ １８１，４３０ １８７，５１０ ５９７ ６１３
Ｆ１去 ２，０６６ ２，１３３ ３３６ ３３８ ３８４，３５０ ３５３，７２２ １，１４４ １，０４７
和去 ２，７２２ ２，４９０ ３２９ ３３６ ６６３，４８７ ６２８，３４８ ２，０１７ １，８７０

東 北
乳去 ― ３ ― ３１２ ― ３４，１００ ― １０９
Ｆ１去 ９ １ ２７８ ２７１ １６７，８１２ １２３，２００ ６０３ ４５５
和去 ２，８３２ ２，６１７ ３１３ ３２０ ５９３，０７９ ５５９，２３４ １，８９７ １，７４９

関 東
乳去 １ ２ ２５０ ２８４ ８４，７００ １０，１００ ３３９ ３６
Ｆ１去 １５５ １３０ ３４５ ３５０ ３６３，６４５ ３４３，９３６ １，０５３ ９８３
和去 １，０６１ ７５８ ３１７ ３２３ ６０７，３６４ ６２７，１３２ １，９１８ １，９４４

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 １５３ ７４ ２９５ ２６０ ５５３，８５３ ４９８，７９１ １，８７７ １，９１８

東 海
乳去 ２ １ ２６２ ３６９ ５７，７５０ ５７，２００ ２２０ １５５
Ｆ１去 ５０ ５７ ３１８ ３１１ ３５８，４４６ ２９９，５２８ １，１２６ ９６３
和去 ２２４ ４７１ ２６９ ２８９ ６５９，６１２ ５９５，４７８ ２，４５４ ２，０５８

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ４３８ ４５３ ２６１ ２６７ ９３７，３６３ ８４９，９４８ ３，５８９ ３，１８１

中 四 国
乳去 １４ １５ ２８７ ２９９ １０１，６５１ １１０，３６６ ３５４ ３６９
Ｆ１去 ２５５ ２４８ ３３２ ３３４ ３８０，６３０ ３４２，６１０ １，１４７ １，０２５
和去 １，０８６ ７２６ ３０２ ３０６ ５５２，１５９ ５３３，３３２ １，８２６ １，７４１

九州・沖縄
乳去 ― ２ ― ３３２ ― １１９，３５０ ― ３５９
Ｆ１去 ４１７ ３６８ ３３１ ３３６ ３６５，６４８ ３４２，８３８ １，１０５ １，０２１
和去 ９，０８１ １０，５７９ ２９６ ２９７ ５７５，２０９ ５４７，２４１ １，９４５ １，８４０

全 国
乳去 ４３９ ４２３ ３０４ ３０６ １７８，１００ １８３，７３１ ５８６ ６００
Ｆ１去 ２，９５２ ２，９３７ ３３５ ３３８ ３７９，２０１ ３４９，８５７ １，１３２ １，０３５
和去 １７，５９７ １８，１６８ ３０４ ３０６ ６０２，１５９ ５７１，４６３ １，９８１ １，８６８

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

農業総産出額等の推移
（億円、％）

２０１９ ２０２０ ２０２１ ２０２２

農業総産出額 ８８，９３８ ８９，３７０ ８８，３８４ ９０，０１５
△１．８ ０．５ △１．１ １．８

肉用牛 ７，８８０ ７，３８５ ８，２３２ ８，２５７
３．４ △６．３ １１．５ ０．３

生乳 ７，６２８ ７，７９７ ７，８６１ ７，９１６
２．１ ２．２ ０．８ ０．７

豚 ６，０６４ ６，６１９ ６，３６０ ６，７１３
０．０ ９．２ △３．９ ５．６

生産農業所得 ３３，２１５ ３３，４３４ ３３，４７９ ３１，０５１
△４．８ ０．７ ０．１ ７．３

上段：実額、下段：対前年増減率、△はマイナス。
（農水省の資料を基に作成）

肉用牛・生乳・豚などすべて増加
２２年農業総産出額

畜
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需
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通
し

畜
産
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需
給
見
通
し

畜産物需給見通し


	789-01
	789-02
	789-03
	789-04
	789-05
	789-06
	789-07
	789-08

